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新年のごあいさつ新年のごあいさつ新年のごあいさつ新年のごあいさつ

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。

　昨年は元日に能登半島地震が発生し、 各地で豪雨災害が相次ぐなど、 例年以上に災害

の多い一年でした。 本年も皆様の生命と財産を守り抜くべく、 これまで以上に防災 ・減

災対策、 国土強靱化に尽力してまいります。

　また、 燃料価格や物価は高止まったままです。 これからも我々は皆様の痛み、 声をしっ

かりと受け止め、 効果的な支援策の実現に向け、 粉骨砕身してまいります。

　本年が皆様にとりまして幸多き年となりますよう心から祈念申し上げます。

長野県自由民主党県議団

　

11
月
県
議
会
で
は
、
人
口
減
少
へ
の
対
応
や
移

住
・
交
流
の
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
道
路
環

境
の
確
保
、
砂
防
堰
堤
整
備
な
ど
県
民
生
活
の

安
全
・
安
心
の
確
保
に
取
り
組
む
ほ
か
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
な
ど
に
必
要
な
補
正
予

算
案
1
億
6
8
0
5
万
9
千
円
を
提
案
し
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

自
民
党
県
議
団
か
ら
は
8
名
の
議
員
が
一
般
質

問
に
立
ち
、
宿
泊
税

(仮
称
)、
少
子
化
・
人
口

減
少
対
策
、
地
域
医
療
や
産
業
振
興
な
ど
の
県

政
課
題
に
つ
い
て
知
事
を
は
じ
め
と
す
る
理
事
者

と
活
発
な
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

県
民
会
議
(仮
称
)
運
営
事
業

1
5
2
4
万
4
千
円

　

急
激
な
人
口
減
少
の
緩
和
と
人
口
減
少
社
会
へ

の
適
応
を
進
め
る
た
め
、
オ
ー
ル
信
州
で
対
策
を

推
進
す
る
県
民
会
議

(仮
称
)
を
立
ち
上
げ

　

風
間
自
民
党
県
議
団
長
が
委
員
長
を
務
め
る
少

子
化
・
人
口
減
少
対
策
調
査
特
別
委
員
会
の
提
案

に
よ
り
、
県
の
人
口
戦
略
の
策
定
に
当
た
り
、
人

口
減
少
社
会
に
適
応
し
な
が
ら
希
望
あ
る
長
野
県

づ
く
り
を
県
民
総
参
加
で
取
り
組
む
仕
組
み
の
構

築
、
若
者
の
所
得
向
上
を
促
す
施
策
や
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
教
育
等
を
盛
り
込
む
こ
と
な

ど
を
求
め
る
決
議
案
が
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
要
事
業
の
例

少
子
化
・
人
口
減
少
対
策
の

一
層
の
強
化
を
求
め
る
決
議

● 

安
定
的
な
地
域
医
療
体
制
の
確
保
に

向
け
た
支
援
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

● 

転
作
し
た
畑
作
農
業
者
が
意
欲
を
も
っ

て
営
農
を
継
続
す
る
た
め
の
支
援
を
求

め
る
意
見
書

● 

年
収
の
壁
に
関
す
る
十
分
な
議
論
と

地
方
財
政
へ
の
配
慮
を
求
め
る
意
見
書

● 

投
票
率
の
向
上
に
向
け
た
投
票
機
会

の
更
な
る
拡
大
を
求
め
る
意
見
書

意見書の詳細は

こちらから

ご覧になれます

自民党県議団の発議による国への意見書

令和6年度11月補
正予算

1億6805万9千円一般会計 を可決

　

自
民
党
本
部 

小
野
寺

五
典
政
務
調
査
会
長
と

面
談
し
、
東
京
一
極
集

中
の
是
正
、
安
定
的
な

財
源
の
確
保
、
若
者
支

援
政
策
の
推
進
等
に
つ

い
て
要
望
。
ま
た
、
文

部
科
学
省
で
は
金
城
泰

邦
政
務
官
と
面
談
し
、

私
学
教
育
の
充
実
を
求

め
る
要
望
を
し
、
そ
れ

ぞ
れ
地
方
の
実
情
を
理

解
し
て
い
た
だ
き
要
望

事
項
の
実
現
に
向
け
努

力
し
た
い
と
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

国
・
県
の
令
和
7
年
度
予
算

施
策
に
関
す
る
要
望
活
動

人
口
減
少
対
策
の
推
進

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
機
能
強
化
事
業　

1
3
7
5

万
3
千
円

複
雑
化
・
高
度
化
す
る
消
費
生
活
相
談
の
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
集
約
し

機
能
を
強
化

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

　

自
民
党
県
議
団
は
、
少
子
化
や
未
婚
化
の
課
題

解
決
に
向
け
、
令
和
5
年
度
に
県
内
大
学
生
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
と
意
見
交
換
を
実
施
。
そ
の
結
果
、

従
来
の
施
策
が
若
者
の
実
態
に
合
っ
て
い
な
い
可

能
性
が
浮
上
し
、
当
事
者
が
求
め
る
支
援
の
必
要

性
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
調
査
を
基
に
、

令
和
6
年
3
月
に
こ
ど
も
家
庭
庁
・
工
藤
彰
三
内

閣
府
副
大
臣
と
面
会
し
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

(将
来

設
計
)
教
育
や
若
者
の
自
分
磨
き
へ
の
支
援
な
ど

を
柱
と
し
た
要
望
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
国
で
は
令
和
6
年
度
補
正
予
算

に
お
い
て
地
方
の
少
子
化
対
策
事
業
へ
の
支
援
拡

充
な
ど
地
域
の
若
者
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
へ
の
支

援
と
し
て
95
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

若
者
支
援
策
の
要
望
が
国
予
算
に
反
映

● 

補
助
公
共
事
業
・
県
単
独
公
共
事
業
・
交
通
安

全
施
設
整
備
事
業

(債
務
負
担
行
為

15
億

5
0
0
0
万
円
)

　

春
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
、
道
路
舗
装
の
修

繕
や
区
画
線
・
横
断
歩
道
の
塗
替
え
等
を
前
倒
し

し
て
実
施

　
● 

補
助
公
共
事
業

(債
務
負
担
行
為
16
億
円
)

土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
の
防
止
・
軽
減
な
ど
の
た

め
、
砂
防
堰
堤
工
事
等
を
前
倒
し
し
て
実
施

　
● 

災
害
復
旧
事
業

(債
務
負
担
行
為　

2
億
円
)

令
和
3
年
8
月
豪
雨
で
被
災
し
た
橋
梁
の
復
旧

工
事
の
工
期
を
延
長

県
民
生
活
の
安
全
・
安
心
の
確
保

U
I
J
タ
ー
ン
就
業
・
創
業
移
住
支
援
事
業　

9
8
7
2
万
5
千
円

　

三
大
都
市
圏
か
ら
県
内
へ
の
移
住
を
促
進
す
る

た
め
の
移
住
支
援
金
予
算
を
増
額

移
住
・
交
流
の
促
進

　
　

阿
部
知
事
に
は
来
年

度
当
初
予
算
編
成
に
向

け
た
要
望
を
行
い
、
地

方
税
財
源
の
確
保
、
地

域
公
共
交
通
対
策
の
強

化
、
若
者
・
現
役
世
代

支
援
、
防
災
・
減
災
対

策
な
ど
に
つ
い
て
要
望
・

提
案
を
行
い
ま
し
た
。

知
事
か
ら
は
、
い
ず
れ

も
各
部
局
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
実
現
に
向
け

努
力
し
て
い
く
と
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。
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